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研究成果の概要（和文）： 
 人間を含む生命の生きる力を「神秘」として捉え、その発揮を阻害する要因たる「暴力」を

合理的に解明する研究戦略を「合理的な神秘主義」として見出した。こうして発揮される神秘

的な力こそが秩序形成の原動力であり、それは個々人の魂の脱植民地化を通じて実現される。

この側面を無視した秩序論は必然的に暴力を正当化することになる。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 We proposed a new research strategy “rational mysticism”. Here “mystique” means the 
power of living which all creatures including human being has. Element which prohibits or 
destroys this mystique power is called “violence”. The rational mysticism is a strategy to 
study this violence and to find methods to deconstruct it. We found this mystic power is the 
source of social order and it is realised through the decolonisation of the soul of each person. 
Those discussions which neglect this mystic dimension results in the rationalisation of 
violence. 
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１．研究開始当初の背景 現代は「市場」の
力が急激に拡大し、「共同体」が崩壊の危機
に立たされている時代だ、と観念されること
が多いが、このように問題を設定すると、
個々人の抱く不安の根源を隠蔽することに
なり、不安から逃れるために架空の紐帯にし
がみ付く「自由からの逃走」を惹き起こしか
ねない。この論理的閉塞状況が、現代の諸学
の陥穽となっている。 

 
２．研究の目的 アシア史の分野で蓄積され
た成果に依拠し、人間の関係形成のダイナミ
クスをより普遍的な形で理論化することで
この問題を乗り越え、学問全体を活性化する
突破口を切り開くことを目指した。 
 
３．研究の方法 近代の諸学は「共通の
（communis）」という概念に依拠して構成さ
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れていることを認識し、この根底的な水準へ
の反省に基いて、基礎概念の歴史的事実に基
づいた徹底的な洗いなおしを行った。 
 
４．研究成果 このような洗いなおしのなか
で浮かび上かったのが、「立場」という概念
である。近代日本社会は、近世日本社会の基
礎単位である「家」を「立場」へと分解し、
個々人を立場の素材とする形で抑圧するシ
ステムを形成したと考えられる。こうして
人々は、個々人の考えとは別に、立場上の考
えを展開する技能を磨いた。その最も洗礼さ
れた話法を「東大話法」という概念で総括し
た。こういった自分ならざるものに自らを明
け渡す「魂の植民地化」が、社会的混乱の根
本原因であり、そこからの離脱たる「魂の脱
植民地化」を実現するための知識体系の構築
が不可欠だという結論に至った。この戦略を
「合理的な神秘主義」と名付けた。 
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